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旧原稿の第 11 章が、結論部を示す第 11 章と、現行施策の課題や筆者の提案を示す第 12
章に分割された。旧原稿の結論部（第Ⅲ部）では混在していた結論、現行施策の課題および
考察の内容が再度整理された。さらに、将来、飼料用水稲生産・利用が拡大した場合に想定
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4 本論文の内容（一部を含む）が掲載された主な学術論文・業績は、以下のとおりである。 
（1）小川真如・淵野雄二郎（2010）「耕畜連携による飼料イネ生産の継続要因と効果：
熊谷市妻沼地区善ヶ島水田転作協議会 20年の軌跡」『農業経営研究』48（3），pp.31-36． 
（2）小川真如（2015）「新規需要米生産による復田の可能性―千葉県香取市農事組合
法人 N営農組合を事例に―」『農業経営研究』53（3），pp.53-58． 
（3）小川真如（2015）「低米価・米低単収地域における飼料用米生産の合理性と展開
可能性―高知県幡多地域の大規模稲作経営の事例より―」『農村計画学会誌論文特集号』
34，pp.309-314． 
（4）小川真如（2016）「農家間交渉による飼料用水稲価格の合意とその特質―埼玉県
美里町産稲発酵粗飼料の価格形成に着目して―」『農業市場研究』25（2），pp.21-27． 
（5）小川真如（2016）「非主食用米生産による耕地利用率向上の実態と課題」『農業
経済研究』88（3），pp.275-280． 
 
5 結論 
以上に鑑みて、申請者は、博士（人間科学）の学位を授与するに十分値するものと認める。 
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